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いと思います。一応、コメントのタイトルとして、Infrastructure as Conceptual Analytical and 
Empirical Ethnographic Tool と付けさせていただきました。 



































インフラ整備が進められています。今回の Disaster, Infrastructure and Society（DIS）No. 6 の特集
でも、東京オリンピックについて言及している方がいましたけれども、ヴィエンチャンにおい































































fetishism という形で理解して、このあいだ論文書きました。宣伝なんですけど、Infrastructure and 
Social Complexity っていう論集1が来月の半ばぐらいに Routledge から出版予定です。私も書い
ているんで、ぜひ、高いんで所属機関の図書館とかに入れていただければと思うんですけど、










されたと。当時、普通乗用車は国内に 2700 台しかなくて、トラックとか輸送用の車両も 7700
台しかなかったと。4000km の高速道路があるのに、それを走る車がない。だけど高速道路を作
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Infrastructure and Social Complexity の序論6でも紹介されてる、2015 年に行われた“Manchester 





その統治の場に影響することでもあるんだと言っています（Harvey et al. 2016: 6-7）。私もイン
フラっていうものが何なのかっていう定義をかっちりやろうとは思わないんですが、こういう
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全に Graham らが言うところの splintering 







か狡知とか、DIS No. 6 の原口さんの論文
9でいうところの people’s infrastructure っ
ていうのが、splintering なインフラの状態
を補完するっていう構図は、普通に考えられるだろうなって思うわけですね。AbdouMaliq 
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も、これ、James J. Gibson の affordance 的に言うんだったら、ベンチが横になれないように afford
しているし、逆に Bruno Latour 的に言うんだったら、ホームレスを横にならせまいとする行政
とか近所の住民の意図っていうのが delegate、代理されているわけです。 































































対象で、今日のコメントのタイトルにつけましたけど、Conceptual Analytic かつ Empirical 
Ethnographic なツールだと考えられます。やっぱり、そこから考えると、Latour とか Michel Callon
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かすごく把握できているように見えて、実際誰も把握できないんですよね。Latour と Emilie 
Hermant が Paris: Invisible City14という論文というか本みたいなのを書いていて、そこでも論じ
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図１ 自然と世界観 [Ingold 2000: 15] 
出典：森田（2012）15 頁の図 1-1 を引用． 
































のは、やっぱりあるわけです。さらに言うと、Latour や Callon らの ANT 的に考えると、もう、
どっちが主体でどっちが客体なのかみたいな境界も曖昧になるから、モノに主体性があるって
いうような言い方は、たぶんしないんじゃないかなと思うんですよね。ただ、やっぱり、モノ
によって働きかけられると。things act upon us みたいな言い方になるんじゃないかなと思いま
す。だから、すごく予測不可能なことっていうのが起きるわけですよね。ブレイクダウンもそ
うですけど。そういうところの期待ってのが、やっぱり大きく持てるんじゃないかなと思って
います。そんな感じです。 
 
  
